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ぢ
、、）いち
んヽ

歩
‘

み
〃
上

↓
い

け
“
希
ぐ
７
，
ｋ

ワク2″ニユちヽ

手だュlキι日

昴

勢

７

く

ａ
壺
夢
留
げ

一ジ

摯智中一融甲ど「

凸
才

れ新辱
図
肌翼醜犠1爾解
ヨオリ0巣 rぇんZ゛ 子宥マι件2もら̈ 1

夕嚇 喀、9ガじ島れ海キ

`り

しヽ`うし事情1

斗t弩為tか 妹ヽ澪″り面倒くざいわ夕で`黙
1、ノrコ:Ll       ■・毅yのⅢ

ぶ‖ギ`スでも4しかヽこズ〈糧調ヤ
'ヽ

よ
fく

?｀き
'電
lf日凛慶「 FttEttrT負色ヤ″モマ州

…
V▼ ― Vヽ 」

一
Ч  マ

雅 轟 ぉ
    歓 好 Fし

乙

o島の消遂レレ萄派、)30'す.イ aため)1、 1

篤統II£稚∬、鷲裏複も、麟y麗盪摯霊買瓢帯
_ _、   ヽ キ´ 、 ′ )キ もつ、h′オ

'ヽ ~′
,レ ｀ フ ~~フ υ ウ  ′｀夕l u ~~

1卜 いうレ、さっι」李ぢヽま細分な考2″、ヽし,も しヽヽ馬いウtているのを`いう。までしく生き?中くすヽ

■`ひり、自然からη計ら、ヽ・よnかウルれ臨

ば か塚じタロカ日ぞ畑 ηJ颯七前に、ドキ時 した毎日t↑してい|す。懲んしか白も

幼図しが露来、場準多ι嘴?瘍かオロしてこれい占るように、率ラ啓`りも潤塁、ゴヨ釣乙、神 れJ乙

料理し事↑
｀
、ヨド彙してい。毎日です。国が`日3め 7日 ぢ々a● 、`羽時楓t載れ噂く

マヽさし、病hO時ラQか tこれZ、 蜘 FttКノ起さ_旬鞠 1朝日taへ、朝こヽ」ゅ

11秘11協鶴講験導,事l鼻、電舞‡鶏

あ

で
た
に黎

・

惚
レ
Ｊ
ス

口淳可 蛯々劇 脇ひ摯
■



レてい夜t角ててくいた。イ孝からツタ,7ぞ′4琢

1肉駒 tおまな名Zいた。せが教濠,びれて

レい,|で 'ヽあつた。4かを晨からヅ酔7来7琢 に`ぎ

んいい 。たはれな募《褻乞くだ肉碗・メリし■hCる効口7 03al■ ,メルな、Cィ蓼ゐ陵7ハた。

ル凋ヽまい力機いた。ノl｀ ζ皮好 ^じ
き:びもあZ

_力 ル`となどりたら″οJ電子ψらた。Zス Fノ好し7ゼシよ

il感 ず曖吻レ1んπ>ら ュハ賞ヽびカメ蜜レ姥萄セl友頃

″

｀

装 澪 鍛 称 ′ |:″ィ碁:ウ
多Z ttr輌ぎ争め 甲あ ダメ て

が■人ぱレ導・
L/全″ZだかぶEしウあ'た。7・ιι

'ヮ レ

場喀 Ъつか介夕`ると、われ なで
`゛

らレ〕初 い` 輩とに入3し。力ヾ コ・万′ムγ功 した。えして多S日 ,

赦ⅦなちJ″しじにみすそジLユ uZ´ 骨感考ηた1⊂ ルしのよりr'知半 弁 Z。 が頭ルιか嗜ヮ拷゛

lル [゛て,ヾ み1・■つたのは,3つるも妥L:・ 2練月があgの 2゛ツまt`い Z｀し
`

えa啓向、分の表預ド友,7、 明らケlCS,7月
`を

数`ゑ%ZI

をa″

'多

つγ 影獲:ケ iCどのそのしπ孝l`鯛達つています.オムtCシ貧
`_   、  ′_ .  _´  a , ユ .

なしぃこのる焙ス蜆 も 子Z〕びあり詢力 、もか 勧 r多 影 未勾れた。
ド
ーrl氣 襄

Й玖は 修争響ι葵ザ多゛Йいてくうジと イ ん多4降叉え ん π・々 百二ん好 圏     ~

あしな鶏御 て一人泣 、ク .プレ ち 1賞

`/FJれ
をrれい″・えして、2ψt力 ら`澤マルf■衆してしらうを`

好多れるんたた

"琴

イクグ1ヒ蕩処んだ`

tす じ.えtlltt κMヤ 1電 ■のノ与
ド照 じχた シ稼びし″″わずずヽ♂らレヽ力 ″ンらだ 身久だ湧 Z゙ごた′

勤参曰・4そ弓あF・ り駄カセ女壺Lを行考えヽ
こ″つた しダレのとが力 た。づk哺 て力 廃 へ多予 た戸争_』 橡 .2｀ J

偽、ヽ47が ウ`ンbZ'7・ イツ缶ざ.かすが
｀

“

グリ
｀
家 け々んラダ.夕争″UOあιガ卯 載夕、ぅ加 め2閉質 件た。

ハほ突a■なヽ3イ↓夕ヽ2■乞,

月日ご んれ、薇 ィ3よイlこ鶴″・考ヽ 彼めZ番にイスえら ).場調に核 僕 りまユル 書が れ )マルたん渇焼

んメレ1よ隊のためヽこ́4〈鰤ケイれ'ζ
くれ1クしkユ。んしてい7シ l′ダ済浮゙『もい'″

ヒみ7くに″′あヨ茉く

リュ鰤 ネされたか介力`ウ壽ν)゛ おか升Z゛ ′象脅レ́
`イ

スンなさ.え
おヽか経のアプラに辱れまとた・すだ`

未魚グリじ裁在L7-イ色幾 バ。式・えれかいでさす戴秘′した。な巾 久倒いたんだ。ふ歩
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